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研究最繭線

特定非営利活動法人 ナノファイバー学会
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■ 巻頭言

「DXを推進す る材料技術」を特集す るにあたって

谷岡 明彦

■ 研究最前線

(12巻 1号 )

車載用燃料電池の進化と材料開発

音田 利彦  物s力あわ b∫乃潮α

炭素材料を用いた硫黄正極複合体の作成と全固体電池特性
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半導体の動作原理を用いた全国体電池の開発

平林 英明  鵬″αたノル″みηぷカプ

佐々木 亮人 И腕わ助馳た′

PTMAゲル正極を有するフレキシブル有機ラジカル電池の開発
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服部 義之

チップ上光電子デバイスに向けたナノカーボン材料
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(12巻 2号 )

薄膜新材料の「自律的」探索
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ナノファイバーと3Dプ リンティング
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DXへの 3Dプ リンティングの取り組み
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Digital Fo唱c(デジタルフォージ)に よるMarkおrgedの DX戦略と製造改革
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低誘電特性に優れるフッ素樹脂 「PFA_を ::Ii tヽ た 3Dフ リンティング

小森 洋和  筋総力α
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4Dプ リンティングの定義とその可能性

シブリ エムディ 十ヒン イスラム
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古川 英光

MD. Nahin lslam Shiblee

Yosuke Watanabe

Hidemitsu Furukawa
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■ 学会報告

ナノファイバー学会第 10回年次大会報告

ナノファイバーシンポジウム 2021報 告
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■ 特定非営利活動法人ナノファイバー学会定款

■ 役員会等報告

ナノファイパー学会入会申込書

個人会員・学生会員

維持会員・賛助会員

■ 編集後記

<表紙の画像>

出典 :W.Chenら ;Materials and Design, 179, 107886(2019).

「エレク トロスピユングされたゼラチン/ポ リ (乳酸―oo―グリコール酸)(PLGA)繊維を加工したインクを

用いて形成した 3Dプ リント足場 (Scaffo:d)は、細孔を備え、優れた弾性と水による形状記憶を有し、軟

骨細胞と組み合わせることにより inViVOで 優れた軟骨再生を示した。さまざまな組織再生用の足場の研

究モデルに有用であることが分かつた。:本誌 [p.45 Fig.2]を参照。」
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